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令和８年新年にあたりご挨拶申し上げます。 

令和７年は、地域活動（夏まつり、文化祭等）コ

ロナ前の活動ができるようになり、各部会も活

発化しております。今後皆様一人一人が主役

となり活動していただきたいと思います。 

 吉川地域の課題として、少子高齢化・小学校 

統合計画・市営産業団地造成・みずほＣＣの閉鎖・マイクロン社

の造成などがあり、対応していかねばなりません。 

これら地域の問題を考えるため、市・マイクロン社・地域活動団体と

構成する「吉川活性化 PJT」の話し合いを一層深めてまいります。 

皆様の協力をいただき、一体となって「住みたいまち・住んでよかっ

たまち」を創っていきたいと考えます。 

新年にあたり皆様のご健勝ご多幸を祈念し挨拶とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３０回連携会議を１１月２６日、吉川地域センターで開催しまし

た。テーマは、市営吉川産業団地の動きと、吉川エリア周辺部にお

ける交通量調査の結果（第１次）報告と意見交換を行いました。 

この回には、吉川工業団地に接する郷田小学校区自治協「ふる

さと郷田自治協議会」東会長にも参加いただきました。 

出席者からは、朝の渋滞が激しくなっている状況、抜け道となる

農道を駆け抜ける状況、通学路と重なり安全確保に困っている状

況などが提起されました。県道吉川西条線の整備が遅々として進

まないこと、八本松吉川線に関して駅前区画整理事業では渋滞解

消が軽視されている懸念、次世代学園都市ゾーンのまちづくり構

想におけるインフラ整備と吉川地域活性化で意見交換しました。 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１日、吉川保育所の園

児の皆さんが、吉川地域セ

ンターを訪問し、年末年始の

火災予防を、大きな声で呼

びかけてくれました。 

恒例の年末行事 

気を付けます。ありがとう！ 

 

 

 

 

 

吉川地区自主防災会は、２

月８日(日)の午前中に、令

和７年度自主防災訓練を

実施することを決めました。 

今年度訓練のテーマは「防

災マップ更新と、避難所運 

営での安心」とし、①８時３０分頃に自宅から避難所(地域センタ

ー)への道すがら危険個所を確認し R６年度版防災マップの見

直しを地区ごとに行う、②市危機管理課から避難所で使用する

グッズの取り扱い説明と実践、③市社会福祉協議会から避難所

での安全安心に過ごすためのポイント受講、を行います。 

 一方、炊出し訓練班は、炊出しづくりの実践を通して手順を学

び、非常時の炊出し方法の実例を学びます。 

 １１時３０分からは炊出しによる食事を体験していただいた後、

１２時を目安に終了することとしています。 

訓練参加希望者は、地区責任者(区長・自治会長)が取りまとめ

を行っていますので、１月２３日迄に地区責任者に連絡下さい。 

 

 

 

 11 月 29 日、第３回理事会を

開催しました。最初に、第 2 回

理事会(6 月 28 日開催)以降

の取り組みについて、事務局

及び各部会長から説明行った

後、審議した結果、各イベント

の取り組みを承認しました。 

続いて、各部会から R7 年度において特に検討する課題に基

づく事業、財政検討委員会の審議内容とこれから検討するテー

マ、吉川地区自主防災会から７年度防災訓練実施要項につい

て提案し意見交換しました。結果、各案件について承認されま

した。最後に当面のスケジュールを確認し解散しました。 

 

 

 

  吉川まちづくり自治協議会役員一同 

会長：村主武彦、副会長：角谷勉(総務部会長・

地域センター長)、前延国治(財政検討委員会委 

員長)、宮迫和行(夏まつり実行委員長)、 

理事：平﨑朱美(総務副部会長・書記・会計責任者、地域センタ

ー事務補助員)、栗岡伸二(つながり部会長)、上竹忠治・栗重

一則・見浦純一(つながり副部会長)、堀家正枝(いきがい部会

長・地域センター事務補助員)、菅信賢二(いきがい副部会

長)、叶信二(環境部会長)、川廣眞治・角谷誠(環境副部会

長)、監事：中尾直文・清水きよみ 

 

【理事会の審議模様】 

“吉川レポート”に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。 

※文中、吉川自治協は吉川まちづくり自治協議会の略称として使用しています。 
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【R６年度防災訓練の模様】 

【会長 村主武彦】 
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 原爆投下・敗戦から 80 年。吉川史跡

保存会は、7 月に吉川小学校の皆さんと

被爆体験伝承者の話を聞き、平和につ

いて考える平和学習に参加しました。 

１１月からは、明治維新後の戦争と吉

川の関わりを、戦いに至った歴史と吉川

の人々の暮らしの視点で学ぶことをテー

マに進めています。 

第１回は明治１０年に

起こった西南戦争。

広島におかれた鎮

台(陸軍司令部)、徴

兵令、征韓論による

政変、などの変化で

西南戦争に結び付

いていく経緯を理解

しました。この戦に吉

川からは７名が政府

軍として従軍し２名

が戦死した記録が残

っています。 

徴兵令への反発、同令の免疫条項が

年々狭められていく中で、隊からの脱走

などの記録も残されています。 

第２回は、明治２７年に起きた日清戦

争、同３７年開戦の日露戦争。日清に１３

名、日露に３４名が従軍。それそれで   

１名、４名の戦没者があったと記録があり

ます。第３回からは昭和の戦争について

学びます。第１金曜日の９時３０分から開

催しています。 

 

 

吉川から JR 八本松駅を利用した通勤

通学や送迎の際、特に朝夕の時間帯で

渋滞が常態化していることから、八本松

町内自治協連携会議は、駅前ロータリー

とアクセス改善の話合いを東広島市に求

めてきました。その一段として「八本松駅

の将来ワークショップ」が１１月２７日開催

され、自治協は、駅北・互栄橋（南北移

動）・ロータリー・県道からのアクセスの現

況について課題を提起しました。 

次回は、解決策提示に対する意見交

換として、２月下旬に開催予定となってい

ます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

    １ ２ ３ 

     休館日 休館日 休館日 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

 俳句教室 

大正琴 

健康体操 

 

ｸﾗﾌﾄ教室 げんき塾 

ヨガ教室 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 

 

育成会 

空手 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 
  健康体操 

編物教室 

琴の会 

書道教室 
げんき塾 
ヨガ教室 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 

 
空手 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

 

 
大正琴 健康体操 三弦の会 げんき塾 

ヨガ教室 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 

ののはな会 
空手 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

 ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ 

書道教室 
健康体操 

編物教室 
琴の会 げんき塾 

ヨガ教室 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 育成会 

選挙準備 

吉川自治協つながり部

会は昨年に続き、吉川小

学校児童と地元との交

流会を体育館で開催し

ました。今回はペタンク

仕様球を使っての輪入 

れ。思うように入らず悪戦苦闘でしたが、徐々に投げら

れるようになっていました。今回も小学校の全面協力を

いただきました。保護者観覧もありました。小学生の皆

さんの一生懸命さと思いやりが印象に残りました。 

坊守の銀杏ごはん斎の膳  舞子 

石仏を懐に抱き山眠る   佳子 

＜今月の句＞ 吉
川
地
域
セ
ン
タ
⺳ 

ロ
ビ
⺳
展 

 
令和 8 年 1 月 吉川地域センター 講座他予定表 

▽俳句教室の皆さんの作品。 

句会は毎月第１月曜日９時３０分から始まりますĂ 

地域センターで活動する皆さんの作品をロビーに展

示しています。展示希望の方も受付けています。 

 
↑書：柳原勝己さん 

【清水原自治会の作業】 

開催日など変更となる場合があります。 
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第
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半
⼒
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⽑
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明治４４年戦捷記念

碑として吉川村役場

(現小学校西隣)近く

に建立。昭和３１年慰

霊碑として現在の筒

島神社境内に再建立

された。 

【表彰式の一コマ】


